
第２分科会 不登校児童生徒への支援の在り方
～子どもが安心して「話せる」、大人が「受け止める」支援体制の実現に向けて～

大阪府教育庁市町村教育室
小中学校課生徒指導グループ

国の「問題行動・不登校等調査」における不登校の要因把握に
つながる項目では、「やる気が出ない」「不安」等の回答が小中学
校ともに半数を超えており、教職員にとって不登校になる子どもの
状況が見えにくくなっていることが伺えます。子どものサインに早く気
づくためには、子どもが自身のことを安心して「話せる」こと、その思い
などを大人がしっかり「受け止める」体制が校内に位置づくことが大
切だといえます。
そこで、このような支援のきっかけとなる「SOSの出し方に関する
教育」をＳＣとともにどう学校がつくりあげるか、どのように子どもに働
きかければいいのかについて具体的な実践等をお伝えします。また、
昨今の傾向である不登校となる時期の低年齢化や、それに伴う保
護者の不安の高まりに対して、市町村教育支援センターや学校が
ＳＳＷ等とともに行う取組みについても紹介し、これからの不登校
支援の在り方について、ともに考える場とします。

昨今の不登校の傾向に即した
校園種間連携と保護者支援の実践から

実践発表

子どもが安心して「話せる」、大人がしっかりと「受け止める」
今、押さえるべき不登校支援の在り方から、明日からの実践につなげるヒントを探ります。

子どものサインに早く気づくための
「SOSの出し方に関する教育」の実践から

「SOSの出し方に関する教育」実践報告
大阪府公立学校チーフスクールカウンセラー 岩井 知子

「心理教育のデモンストレーション」
大阪府公立学校スクールカウンセラー 井上 あまな
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参加者のアンケートより

不登校にならないようにして
いくための初期対応が求め
られる中で、小学1年と幼稚
園、保育園等との段差を少
なくするための取組みはとて
も効果的だと感じました。

「子どもの不登校支援」と
「保護者支援」が両輪で動く
形は大変学びになりました。
自市でも保護者支援のため
に一層働きかけたいと考え
ることができました。

専門家を交えた支援の重要
性に気付かされました。保護
者や児童生徒の相談対応だ
けではなく、心理教育を仕掛
けていくことが、未然防止や
子どもどうしの関係づくりな
どに、非常に有効だと感じま
した。

学校をもっと安心できる場所へ
～子どもの「育ちを止めない」幼保小連携の実践～

貝塚市立西小学校・貝塚市立西幼稚園
池田市における不登校支援 ～保護者支援の実践から～

池田市教育センター
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